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土岐市では現在、美濃陶磁歴史館の老朽化に伴い、新しい博物

館をつくる計画を進めています。どのような博物館にしたらい

いのか、市民のみなさんと一緒に考え、アイデアを出し合う場

としてワークショップを 6月 18日に開催しました。また、ワー

クショップに先立ち、美濃陶磁歴史館の現状を見学するバック

ヤードツアーを6 月 11 日に行いました。参加者のみなさんか

らいただいた多くの素晴らしいアイデアを活用しながら今後の

計画を進めていく予定です。

どんな博物館にしたいのか、
参加者の皆さんにふせんに
書いていただきました！

バックヤードツアー
収蔵庫の見学

あまりの量にびっくり

！
美濃陶磁歴史館では、陶磁器資料以外に昔の写真

も収集しています。収集した資料は建設予定の新

しい博物館などで活用していきたいと思います。

古い写真をお持ちの方は、ぜひ美濃陶磁歴史館ま

でご連絡ください。
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企画展開催中

陶磁器デザイナー
エマイユ作家として

企画展



昭和30年代後半頃

昭和30年（1955）

昭和37年（1962）

創作の原点

昭和26年（1951）
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岐阜県高山市出身の
良子（1932-2005）は、
画家徳永富士子から
絵を習った。

絵が上手だからと、多治
見の上絵付専門の製陶所
太洋陶園に入社。窯業指
導に訪れていた陶磁器デ
ザイナーの日根野作三と
出会う。

知山陶苑へ入社。銅
版転写のデザインを
一手に担い、陶磁器
デザイナーとして評
価を得る。

日根野作三　昭和 28年（1953）
画像提供：三重県立美術館

知山陶苑の仕事場

 第 4 回輸出陶磁器デザインコンクール
中小企業庁長官賞

銅版皿　知山陶苑
（銅版デザイン：中上良子）昭和36年（1961）

銅版コーヒー碗皿　知山陶苑
（銅版デザイン：中上良子）昭和40年（1965）

 グッドデザイン賞
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安藤七宝店にデザイン提供を行う。絵画的にモチーフを表現
する無線七宝「エマイユ」と出会う。

七宝デザイン図案　中上良子
　昭和 42年（1967）

七宝花瓶　安藤七宝店（デザイン：中上良子）
昭和 42年（1967）

エマイユの制作に
着手。自宅でエマ
イユ教室を主宰。
教室の生徒と「エ
マイユ・シューレ」
というグループを
結成。

昭和55年（1980）

フランスで開
かれた第5回
国際七宝美術
ビエンナーレ
でリモージュ
市工芸会賞を
受賞。

高山時代、
カンバスに向かう中上良子

エマイユ壁掛け　中上良子 エマイユ額　中上良子
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昭和45年（1970）、
日根野作三を起点に
中上良子をはじめと
した美濃の作り手が
グループ「美濃グル
ッペ泥人」を結成。

彩雲（皮剥手）茶碗　中島正雄
土岐市美濃陶磁歴史館

大鉢　伊藤慶二　昭和 43年（1968）
作家寄贈　土岐市美濃陶磁歴史館

新収蔵！

国際七宝美術展会場にて受賞作と
昭和５５年（１９８０）

国際七宝美術展賞状 昭和５５年（１９８０）

伝  熊谷吉兵衛肖像写真

荒井和水「心学廻村日記」　（パネル展示）安政２年（1855）　鶴岡市郷土資料館蔵　

書「忠孝仁」　山岡鉄舟・熊谷東洲　明治時代（19世紀）

 

店を盛り立て、家を守り、世のために尽くす・・・

石門心学を信条として、幕末から明治への激動の時代を

生き抜いた一人の商人と彼にまつわる人々の物語
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錦絵（熊谷東洲歌）　明治７年（1874）

西浦焼上絵ティーセット　
明治時代（19世紀）多治見市教育委員会蔵

美濃国土岐郡妻木村 西浦吉兵衛


